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[ キーワード ] 

フィンランド 語話者 音韻体系の比較 音節構造 音素 日本語の発音 

はじめに 

フィンランドの へ ルシンキ大学で 日本語講座を 担当したとき、 フィンランド 

語を母語 ( 注 1) とする学習者の 日本語の発音習得に 幾つかの特徴が 見られた。 

フィンランド 語は日本語の 長音や促音に 相当する音節を 持ち、 子音 群 

(consonant cluster) が少なく、 日本語とは音節の 構造が極めて 類似している。 

( 注 2) このためフィンランド 人にとって日本語の 発音はインド。 ヨーロッパ 

系の言語より 易しいものとみなされて、 二つの言語の 音韻構造の対照研究をも 

とにした指導は 行われてこなかった。 これを補うために、 前稿 ( 堀 (1993 り 

では音節構造の 類似に関して、 特に子音群の 構造の分析に 焦点をあ て、 フィン 

ランド語の子音群の 多くは日本語の 音韻体系の範囲で 説明できることを 明らか 

にした。 

本稿では、 ふた っ の言語の音素とその 具体的な現れであ る発音に焦点をあ て 

る 。 特に、 日本語の音節をフィンランド 語の音韻体系のふるいにかけた 場合、 

日本語の各音節はフィンランド 語のどの音節で 処理されるのが 適当かというこ 

と る フィンランド 語言舌者の日本語学習過程で 生じた事例の 分析をもとに 考察す 

る 。 

本論に入る前に、 フィンランド 人に日本語の 発音を指導する 際の参考になる 

ように、 第一章でフィンランド 語の音韻体系を 概説する。 く 注 3) 
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1. フィンランド 語の音韻体系 

フィンランド 語には 8 つの方言があ るが、 ここで扱うのはフィンランド 南西 

部の方言をもとにしたフィンランド 語の標準語であ る 0 また、 フィンランド 語 

には スウ ヱ一デン語からの 借用語があ るが、 借用語にだけあ らわれる昔は 観察 

0 対象としない。 

フィンランド 語はラテン文字をもって 表記され、 正書法は 1 音素 1 文字対応 

(one  phoneme,one  grapheme) のほぼ完全な 音素表記であ る。 ( 本章 2  .  ① 参 

照 ) ただし、 [ り k コは 「 nk 」と [ り Ⅱは「 ng 」と表記される 0 従って 

本稿ではフィンランド 語の単語に発音記号をつけない。 

1. 母音 

フィンランド 語には母音が 8 つあ る 0 これらは a, e,       O, U, y, a, 

6 と表記される。 その 8 つの母音はすべて 長母音となり、 一つの音節を 作る。 

長短は対立し、 弁別的であ る。 また、 異なる二つの 母音が連続して 一つの音節 

をなすと見なされる 二重母音もあ る。 

① 短母音 

8 つの母音は音声的に 次のような特徴を 持っ。 

く表 Ⅰ ノ 母音音素の体系 

前古 俊吉 

非 W 唇 月宮 弁円 唇 月宮 
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② 長母音 

フィンランド 語では 8 つの母音すべてが 長母音になり、 母音の長短が 語の意 

味を区別する。 長母音は母音を 2 つ重ねて表記される。 

  

s a v i ( 土ウ 

  

t e ( あ なた ) 

  

t u l i ( レ人 モ Ⅰ 

S a a V i ( おけ う t e e U お茶 逆 t u u l i ( 風逆 

8 つの単母音と 長母音の例を 単語の中で示す。 大文字で始まるものはいずれ 

6 人名・地名など 固有名詞であ る。 

a@ Anu,@ a a@ S a an a,@ e@ Emma,@ e e@ Ee v a,       
    _ Ⅰ 1 o］‖, i I Nu n‖, o Osmo, oo Espoo,     
u  Su Om i, U u  Uu n O, 乙 S 若 d e, 五台 呑ミ n i ( モ旨 Ⅰ ，       
6  P 旦 yy r, 60 ， T06 1 6. y  Yr j O 。 yy  s yy ( 原因 )       
③ 二重母音 

フィンランド 語の二重母音は 、 異なる 2 つの母音が連続しⅠつの 音節をなす 

もので、 それぞれの母音が 明確に発音される。 二重母音には、 前の母音から 後 

の母音へ舌の 位置が上がっていく「上がり 二重母音」と、 舌の仕置が下がって 

いく「下がり 二重母音」があ る。 これらは [j コ [u] [y] と 他の母音との 組 

み 合わせであ り、 パターンは以下のとおりであ る。 大文字で始まるものは 人名 

や地名であ る。 

く 上がり二重母音 ) 

五でおわるパターン a i e@ i 0@ 1 U@ 1 y@ i a i o i 

A j no  E i l a  To i vo  Tu i J a  l y i j y ( 鉛 ) P 老女 i v i             
S 6 i n ( 昔 ) 

u でおわるパターン a@ u e@ u 1@ U 0@ U 

Mauno Se u r a s a a r i  v i U l U ( ヴァイオリン ) OU t j         
y でおわるパターン a@ y o@ y d k く 通う ) p Oy t な く 机ウ   
く 下がり二重母音 )  i e U@ 0 y@ o 

Ml e t t l n e n  RU O t S l  S y 6 d a ( 食べるⅠ   
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2. 子音 

① 子音の種類 

フィンランド 語の子音音素に 関する主要な 研究を見ると、 Branch (1990) 

は 子音音素数を 1 4 としているのに 対し、 Karlsson (1991) とⅡ eko(1992) 

は 1 3 としている。 しかし、 /v/ に 関しては Karlsson が [v] を有声の両 

唇 摩擦音としているが、 Lieko がこれをⅠⅠⅠと 同じく半母音として 扱って い 

る 。 また、 Branch は喉頭閉塞音 (final pos Ⅲ on glottal stop) ( 注 4) を 形 

態 音素としているため 1 4 となる。 

三者とも /t s/ を独立音素として 扱っていない 0 しかし、 本稿では 

/t s Ⅰを子音音素として 扱う。 その理由としては (l) t s は語頭にこない 

ものの、 すべての母音が 後続し、 独立音素として 扱われている d と同じ環境で 

現れる、 (2) /5/ ともⅠ t/ とも対立をなす、 (3) 対照する日本語の 音韻 
体系ではこれを 一つの音素として 扱っている、 (4) ウラル語学者の 中にはこ 

れを独立した 音素と見なしている 者もいる、 からであ る o  Karlsson  と Lieko の 

たてた 1 3 の子音音素に /t s/ を 加えたものがく 表 2 ノ であ る。 

く 表 2 ノ 子音音素の体系 く 表 3 ノ 正書法 

m n り m n n(k)/n@ g 

p t k p t k 

d d 

S h S h 

t  s t  s 

V V 

    1   

  Ⅰ 

く 表 3 ノで 示したよ う に、 それぞれの子音を 表す文字は d, g, h, j, k, 

l, m, n, P, r, s, t, v の 1 3 個であ る。 しかし、 9 はいつも 
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一 ng 一 という環境であ らわれる。 このく表 2 ノ とく表 3 ノを 比べると、 一 

音素一文字の 原則がほぼ守られていることが 分かる。 また、 アルファベット b, 

c, f, q, w, x, z は外来語を表記するときにのみ 用いられる。 

②長子音 

フィンランド 語では d, g, h, j, v 以外の 8 つの子音は長子音となり、 

単子音と対立する。 長子音は子音を 二つ重ねて表記される。 

  

kuk a ( 誰 ) 

  

pa l o ( 火事 ) 

  

k an a ( 鶏 ) 

kuk k a ( 花ウ pa l l 0 ( ボール ) k a nn a ( 運べ ) 

長子音を含む 単語を示す。 以下の単語はすべて 人名であ る。 

pp  Seppo, t t  Mat t i, kk  Jaakko l a, s s J  u  s  s  i           
mm  Emma, n n  Ha n n a, l 1  O l l i , r r  Ha r r i         
③ 子音の結合 

子音の結合は 音節内や語中での 位置によって 制約があ る。 一は 音節の切れ目 

を、 C は子音を 、 V は母音を示す。 

く 第一音節》語頭には 外来語以外では 2 つの子音がくることはない。 

a s e ( 武器 )  V ～   k a t u ( 道 )  CV ～   
く 音節 尾 > 2 つの子音で終ることがあ る。 

my r s 一 ky ( 嵐 )  CC 一   
く 最終音節 ノ 語末に単独の 子音がくることがあ る。 それは歯茎音の [t] [5] 

[n] [r コ [ 1 コ 05 つであ る。 また 2 つ以上の子音がくることはない。 

kev ゑ t 一 ( 春 ) r i kas (. 金持ち ) ava i n く鍵 ) tyt 琶 r ( 娘 )       
kyyn e l ( 涙 )  ～ C   

フィンランド 語の音節構造は 以下のような 構造式で表わされる。 (  ) と 

( コは 省略可能な要素を 示す。 

語頭 (0)  V ～ 

音節の切れ目 ～ V ((C) C) 一 (C) V ～ 

語尾 ～ V (C) 
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3  音節 

音節には母音で 終わる開音節と、 子音で終わる 閉音節があ る。 

開音節 s a 一 no 一 ma ( 新聞 ) CV 一 CV 一 CV 

閉音節 pa l 一 j on ( たくさん )  CVC 一 CVC 

4  アクセント 

フィンランド 語は奇数音節強勢をもつ。 つまり 主 強勢は第一音節に、 割強勢 

は第三音節にくる。 

s も 0 一 ma 一 l ゑ l 一 nen ( フィンランド 八逆 

Ⅱ． フィンランド 語と日本語の 音韻比較 

本章ではまず、 日本語とフィンランド 語の音韻体系を 比較し、 その違いを明 

らかにする。 次にフィンランド 語話者によって 日本語の音節がどのように 発音 

されるかを、 実際の日本語習得過程で 生じた事例の 分析をもとにまとめ、 特に 

発音されにくいものは、 フィンランド 語のどの音節で 処理されるのが 適当なの 

か検討する。 

1. 母音の対応 

日本語の母音とフィンランド 語の母音の対応を 簡単に示すと、 以下のように 

なる 0 丸で囲んだものが 日本語の母音で、 下線のあ るものがフィンランド 語の 

母音であ る。 
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く 表 4> 日本語の母音に 対応するフィンランド 語の母音 

前古 復古 
一 
同 ① 一   y     ⑧ U     

⑥
 一
 

め
一
 

⑥
 一
 

中
 

③
 一
 

a
 一
一
 

低
 

フィンランド 語の 8 つの母音のうち 4 つは日本語の ア 、 イ 、 ェ 、 オ にほぼ等 

しいということがわかる。 また、 ウに 関して、 日本語の ウ [m コを フィンラン 

ド語の u [u] で発音しても 意味が取り違えられることはない。 しかし、 母音 

の 無声化がなされなかったり、 /m/ の 前に現れる ゥ が明瞭に発音されるとき 

に不自然な響きを 持つことはあ るが、 これはいずれも 母音の無声化が 守られな 

い 場合の一般的な 問題で、 昔 価の違いからくることではない。 

2. 子音。 半母音の対応 

音節を単位とした 日本語の子音音素に 対する主な考え 方は以下のよ う あ る。 

上村 (1988) は チとッ の子音をひとっのものと 扱い、 日本語の音節を 1 3 に 分 

類し、 1 3 の音素をたてている。 また、 服部 (1990) はこれに鼻音化された ガ 

を加え 1 4 の音素をたてている。 今田 (1989) は直音と物昔を 分け、 直音を 1 

2 、 物音を 1 1 あ げている。 小松 (1981) はタ行の例をあ げ、 3 音素を認める 

解釈 と 物音音素 /j/ をたて 2 行で表わす解釈もあ るとし、 立場や解釈により 

音素の考え方はいろいろあ るとしている。 本稿では物音を 含む日本語の 音節を 

一 つ ず つ 観察してかくので、 「 坂 」と「釈迦」を [s] と L Ⅰ ] の対立と見、 

物音の中で直音の 子音でもあ るものはひとっの 音素と考える。 日本語の子音 と 

半母音に対応するフィンランド 語の音素を以下に 示した。 
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く 表 5> 日本語の子音・ 半母音に対応するフィンランド 語の音素 

土
日
 

き
 

土
日
 

土
日
 

土
日
 

土
日
 

じ
 

母
 

擦
 

擦
 

ま
 
｜
 

半
 

破
 

摩
 

 
 

Ⅰ
Ⅰ
 

土
日
 

両
 
唇
 
m
p
b
 
（
 

歯茎音 

n 

t 

* d 

S 

(z) 

* t s 

(d z) 

( 「 ) 

  

歯茎硬口蓋音 

en 
(z) 

(t Ⅰ ) 

(d 5) 

  

硬口蓋音 軟口蓋音 

k 

(g) 
ⅠⅤ 

w 

  

  

  

土
 
弓
 
日
 

h
 

士
 
『
 

戸
 

  フィンランド 語では環境が 帝 Ⅱ約されているもの 

(  ) フィンランド 語には存在しないもの 

この対照表から 明らかなよ う に 、 日本語にあ ってフィンランド 語にない子音 

音素がいくつか 存在する 0 つまり、 フィンランド 語は日本語に 比べて有声子音 

が 少なく、 数少ない 有 声子音も環境に 制約があ る。 まず、 日本語にあ る無声破 

裂音 [P] [t] [k] はフィンランド 語にも存在するが、 その 有 声子音 [b] 

[d] [9] は揃っていない。 また摩擦音も 無声音の [5] は存在するが、 有声 

昔の [2] は存在しないことが 分かる。 

3. フィンランド 語話者にとっての 日本語の音節の 発音 

2. で日本語はフィンランド 語に存在しない 子音音数があ ることが分かった。 

しかし、 フィンランド 語には 8 つの母音があ り日本語にない 子音音素があ るこ 

とから、 音節に関しても 日本語にないものが 存在することが 予想できる。 ここ 

では、 日本語がフィンランド 語の音韻体系のふるいにかけられた 場合どんな 問 
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題 が生じるのか、 フィンランド 語話者の日本語学習の 過程で生じた 事例をもと 

に考察する。 特にフィンランド 語の音韻体系の 中で処理されにくい 日本語の音 

の扱いに関して、 日本語の発音を 音節単位でとらえ、 各音節に最も 近い音節を 

フィンランド 語の中から探す。 前稿 ( 前掲 ) で日本語とフィンランド 語の音節 

構造が極めて 類似していることが 明らかにされたので、 本稿では音節単位で 発 

昔の問題を考察する。 

五十音図の順に 子音・半母音と 母音音素の組み 合わせ、 および代表的な 発音 

をひとっひとっ 見ていく。 日本語の音節の 中で、 フィンランド 語には存在しな 

い 音節に マ を、 音声的には異なるが 日本語では対立しないもの、 つまり日本語 

で異音の範囲であ る昔がフィンランド 語に存在し音節を 形成するものにⅤを 、 

カタカナの脇に 記した 0 各音節の音声表記はカタカナの 下に国際音声言巴君で 示 

し、 またその下にはフィンランド 語で最も近いと 思われる音節を 記した。 

① カ 7 千 ガ行 

カ キ Ⅴ ク Ⅴ ケ コ 

日 [k  a k@ i km Ⅱ k@ e k o コ 

フ [k  a k@ i k u k@ e k o コ 

キャ v  キュ Ⅴ キ ヨ V 

日 [k  j  a k j Ⅲ k j o コ 

フ [ 一一 ky   ] 
ガ Ⅴ ギ Ⅴ グ Ⅰ ゲ Ⅴ ゴ Ⅴ 

日 [g  a g@ 1 gt エ l g@ e g  o] 

フ [ り a り 1 
  

り e り o] 
ギャ v  ギュ v ギョ Ⅴ 

日 [g  j a g 3 u ㍽ g ] o] 

フ [ 一一     ] 
フィンランド 語の /k/ は 日本語のⅠ k/ より軟口蓋の 奥で発音される。 な 

かでも キ [k i ] は口蓋化するので、 口蓋化のないフィンランド 語の [k i ] 
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と 比べると、 一層 前 寄りに調音点があ るように感じられる。 

フィンランド 語に [k] はあ るが、 [9 コ はない 0 文字としての「 9 」はい 

っも「 一 ng 円 という環境で 現われ、 このとき「 9 」は [9] でなく 凹 ] 

と 5eF 。 昔 される。 

He l S ing i S Sa ⅡⅡ くへ ルシンキで ) Hango s s a [＿｛‐     
( ハンコで )  s ゑ ng ぁ t [ り a] ( フレーム ) hange t  [ り e] O かたい 雪 )     
日本語のガ行はこの [ り ] で発音され、 鼻音化しやすい。 

力行の物音の キュ は、 フィンランド 語の「 ky l % 」 ( 村 ) が近い。   

② サ行 ザ行 

サ Ⅴ シ Ⅴ ス Ⅴ セ Ⅴ ソ Ⅴ 

B@ [s@ a Ⅰ 1 s ml Ⅰ s@ e s 0 コ 

7@ [@s@ a S@ 1 s@ u s@ e   
、 シ ャⅤ シュ Ⅴ 、 ンョ Ⅴ 

日 [ Ⅰ a Ⅰ ( Ⅱ Ⅰ o] 

フ [S a s u   
ザ v ジ ▼ ズ ▼ ゼ ▼ ゾ ▼ 

B@ [z@ a 3@ i Z@ UJ z@ e   
フ [ 一一       一一 ] 

ジャ▼ ジュ ▼ ジョ ▼ 

日 [3 a 3ui 5 o  コ 

フ [ 一一     ] 

フィンランド 語の /s/ は 、 歯茎摩擦音 [s] と日本語の シ の子音であ る 歯 

茎 硬口蓋摩擦 [J] との中間であ り、 日本語の サと フィンランド 語の /s a/ 

は 異なる。 聴牌印象からその 対応を表すと 以下のようになる。 

く日 ) サ シャ 

くフウ s@ a 
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Ls コに 対し、 その 有 声の歯茎摩擦音 [z コは 存在しない。 [ Ⅰ コに 対して 

もその 有 声の歯茎口蓋音 [5 コは 存在しない。 

ザ 行の音はフィンランド 語話者が最も 困難を感じる 昔であ る。 上級学習者で 

もこれをサ行に 置き換えて発音することがあ る。 ザ 行が語頭にあ る場合には、 

そこに注意が 向けられて比較的正しく 発音されるが、 特に語中にあ って注意が 

向けられないと「おじ ぎ 」が「おしぎ」となったり、 「 か ざん」が「かさん」 

と 発音されることがあ る。 

③ タ行 ダイ 千 

タ チ v 、 ソ Ⅴ ア @ 

日 [ t a t Ⅰ i t  S  UI t  e t 0 コ 

フ [ t a   t@ s@ u t  e t 0 コ 

チャトア チュ ▼ チコ マ 

日 [t Ⅰ a t Ⅰ 田 t Ⅰ o] 

フ [ 一一     
] 

ダ - ア ， 。 ド 

日 [d  a d@ e d o コ 

フ [d  a d@ e d o コ 

歯茎破裂音 [t] と歯茎破擦音 [t s] はフィンランド 語に存在する。 しか 

し、 歯茎破擦音 [t s コは フィンランド 語では語中には 現れるが、 語頭には 現 

れない。 

ka t s e ( 目付き )  l ak r j t s i ( お菓子の名双 ) 

ka,t s o ( 見ろ「見る」の 命令形 )  kut su ( 招待 )  me t s 若く 森 ) 

また、 フィンランド 語の [t s コは 日本語より若干長く 発音される 0 この違 

いは以下のように 示すことができる。 

く日逆 く つ 
  

くフウ ku t s u (J 招待 )   
語頭にあ らわれる日本語の ッ は チュ になりやすい。 特に初級の学生に「つま」 

一 74  一 



が 「ちゅ ま 」と、 「つくえ」が「ちゅくえ」と 発音されることがあ る。 これは 

日本語の チュと フィンランド 語の t su の聴牌印象が 次のような対応をなして 

いることによると 思われる。 

( 日 ) つ ちゅ 

くフ Ⅰ t s u 

歯茎硬口蓋破擦音 [t Ⅰ ] はフィンランド 語には存在しない。 日本語の チ 、 

チャ、 チュ、 チョに相当する 音節はない。 

フィンランド 語の歯茎破裂音 [d] は語中には現れるが、 語頭には現れない。 

s adanne s ( 百番目 )  s ade (M 雨 )  mahdot on ( 不可 肯の       
また、 フィンランド 語話者に日本語の 語中の d が発音されるとき、 「ふだん」 

が 「ふらん」となったり、 「 の でん」が「 め れん」と発音され、 語中の [d] 

が [ 「 コと 交替することがあ る。 これは「語中の d は 、 j や r や時には 1 にとっ 

てかわりやすい 0 例えば、 meidan の代わりに、 meijan, meiran, meian, 

meilan 、 或いは、 meidan と発音される」という Lieko (1992) の指摘を裏 付け 

るものであ ろう。 

④ ナ行 

ナ ヱ Ⅴ ヌ Ⅴ ネ ノ 

日 [n  a p@ I n m n@ e   
7@ [n@ a n@ i n@ u n@ e   
エ ヤ▼ ニユ ▼ ニヨ ▼ 

H [ Ⅱ a Ⅱ Iu Ⅱ 0  コ 

フニ 一一     ] 
歯茎鼻音 [n] はフィンランド 語にも存在するが、 勘昔 ニャ、 ニュ 、 ニョ に 

相当する音節を 探すことは難しい。 

一 75 一 



⑤ ハ行 バ行 パ行 

/ Ⅰ   ヒ Ⅴ 

日 [h a 9@ i 

フ [h  a h@ i 

ヒヤ Ⅴ ヒュ Ⅴ 

日 [ ぢ a C@UI 

フ 「 h j a hy 
バ Ⅴ ビ Ⅴ 

日 [b  a b@ i 

7@ [v@ a V@ 1 

ビ ヤマ ビュ ▼ 

フ Ⅴ へ ホ 

<I)LU h@ e ho コ 

h@ u h@ e h o コ 

ヒョ Ⅴ 

伊 。 コ 

h j o 」 

ブ Ⅴ べ Ⅴ ボ Ⅴ 

bu Ⅱ b@ e b o コ 

v@ u v@ e   
ビ コ Ⅴ 

日 [b  j  a b ⅠⅢ b j o] 

フ [ 一一   ] 「 vy  O 」 

/ で ピ Ⅴ フ 。 Ⅴ ぺ ポ 

日 [p  a p@ 1 p 田 P@ e p  o] 
フ [P  a p@ 1 P@ u P@ e po コ 

ピャ V ピュ ▼ ピョ Ⅴ 

日 [p  j a P@ J@ U p J o コ 

フ [ 一一   コ 「 pyo 」 

声門摩擦音 [h] はフィンランド 語に存在するが、 硬口蓋摩擦音 [9 コ は 存 

在しない。 しかし、 物音ヒト ヒュ、 ヒ，に 近い音節は以下の 単語の下線部に 

見ることができる。 

lahj a (@ おみやげ )  Hyt t inen C 人名 )  sohj o (7 水のあ る状態 )   
厳密には、 フィンランド 語の h j a や h j o における h は前の母音を 長音化 

し j a や J 0 とは別の音節をなすよ う にきこえる。 この点で日相言 のヒ ャや ヒョ 

とは異なる。 

有 声の両 唇 破裂音 [b] はフィンランド 語に存在しない。 これにもっとも 近 

い昔は日本語で 音韻的対立をなさない 両唇摩擦音 [v コ であ る。 物音 ビョ は 
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「 vyo ( ベルト ) 」の 下 線部に近い。 

無声の両 唇 破裂音 [P コは フィンランド 語では日本語より 明瞭に発音される。 
助音ピ コ に近い音節は「 pyokk i ( ぶ なの 水 ) 」の 下 線部に見ることがで 

きる。 

⑥ マ行 

マ ミ Ⅴ ム Ⅴ メ モ 

日 [m  a m  i m Ⅱ I m  e mo コ 

フ [m  a m@ i m u m  e mo コ 

      
日 [mj a  mJ u  mJ o コ 

フ [ 一一 my  ]  「 mo 」 

雨宮鼻音 [m コは フィンランド 語にも存在する 0 劫昔 ミュは「 my rsky 」   く風 )  I ⅠⅩ ⅩⅡⅩ ⅠⅠ 4 ム 「 mokk i 」 く森 Ⅱ へ屋 Ⅰの 下 線部に近いと 見ることができる。   

⑦ うそ 干 

ラ Ⅴ ') Ⅰ 7 ル Ⅴ レ Ⅴ ロ Ⅴ 

日 [ Ⅰ a r , 1 rm Ⅰ e 「 o コ 

フ [ l a 1 Ⅰ 1  u Ⅰ e Ⅰ。 コ 

リヤ Ⅴ リュ Ⅴ リ ヨ Ⅴ 

日 [r j a r j Ⅲ 「 j o コ 

7@ [r@ j@ a r@ J@ u 「 J O コ 

フィンランド 語のⅠ r/ は 巻き舌が強いため、 日本語の / Ⅰ / は フィンラン 

ド語の /1/ で発音されるほうが 日本語の響きに 近く聞こえる 0 リャ、 リュ ヘ 

リ ヨ に近い音節は 、 次の下線部に 見ることができる。 

Ma r j a ( 人名 )  ka r j ua ( どなる )  t a r j o t i n  ( お盆 ) 
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⑧ 半母音 

ヤ ユ ヨ 

日 [j a J ニエ 』   
フ [j a J@ U j o コ 

フィンランド 語の硬口蓋半母音 j Uj] は、 摩擦の強いドイッ 語のⅠ J Ⅰと 

は異なり、 日本語の半母音 y Uj コ にほぼ等しい。 

ワ Ⅴ 

日 [wa コ 

フ [v a] 

日本語の両 唇 軟口蓋音 [w] はフィンランド 語には存在しない。 かって綴り 

牢 としての「 w 」はあ ったが、 唇歯摩擦音 [v コを 代表していた。 

W@i@ i@ p@u@ r@ i  [V i l DU Ⅱ l コ 地名 

現代フィンランド 語では「 Vi i pu r i 」と「 v 」で表記され、 文字とし 

ての「 w 」は存在しない。 

⑨ 特殊音素 

フィンランド 語に日本語の 長音と促音に 相当する音節があ るから、 この音節 

0 発音や聞き取りにおいて 問題がないと 言われているが、 果たしてどうであ ろ 

うか。 長音と促音の 音節について 観察する。 

a. 長母音 

1. 1. ②でみたようなフィンランド 語は母音の長短が 対立し、 意味におい 

て 弁別的であ る。 この点で長母音は 日本語の長音と 同じ機能を持つ。 しかし、 

アクセントの 有無や語中における 仕置によって、 フィンランド 語の長母音のほ 

うが実際に長く 発音されることが 多い。 特に次の二つの 場合において、 日本語 

の長母音と単母音の 区別はフィンランド 語話者にとって 難しいと思われる。 

a 一 Ⅰ 高低アクセントが 落ちる前の長母音 

フィンランド 語には奇数音節強勢を 特徴とするアクセントがあ り、 特に第一 

音節の強勢アクセントは 最も強いので、 ここに長母音がきた 場合長さも強調さ 
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目前に長音がきて、 次の音節でピッチアクセントが れる。 日本語の単語で 第一 土 

落ちる場合、 フィンランド 人にとってこの 長母音と単母音の 区別は難しい。 

「と う か い どう ( 東海道 ) 」と「とかいど う 」 

「そうせんきょ ( 総選挙 ) 」と「そせんきょ」 

しかし、 第一音節にピッチアクセントが 落ちる場合は、 単母音と混同される 

ことは少ないようであ る。 

「こ うさ ん ( 鉱山 ) 」「こう ぎ ( 抗議 ) 」など。 

a 一 2  語尾の長母音 

特に長音の前の 音節でピッチアクセントがおちる 場合、 長音としての 聞こえ 

が弱くなって 単母音との区別が 難しくなるようであ る。 

「とりようく 塗料 ) 」と「とり ょ 」 

「こせい ( 個性 ) 」と「こせ」 

b. 促音 

フィンランド 語の長子音は 日本語の促音に 相当し 、 同じ機能を持つ。 日本語 

の 促音との違いは、 日本語では促音は 無声子音にしかおこらないが、 フィン ラ 

ンド語では有声子音にもおこることであ る。 これは逆に，フィンランド 語の有 

戸長子音の発音は 日本語話者にとって 困難であ る。 

Kekkonen ( 人名 )  Jus s i U 人名 )  Ka r r i U 人名 )       
U l l a U 人名 )   

Ⅱ まとめ 

日本語とフィンランド 語の音韻体系は 異なる 0 しかし、 母音 ウと u の場合の 

ように音声的には 異なっていても、 非音素的な違いであ ることもあ る 0 二つの 

言語の音韻的な 違いで最も困難なものは、 フィンランド 語に有声の破裂音や 摩 
擦昔が 限られていることであ る。 また日本語の 音節のいくつかに 関しては、 フィ 

ンランド語の 他の異なる音素から 日本語の中で 音韻的対立をなさないものを 探 

せることが分かった 0 フィンランド 語の発音との 対応という観点から、 日本語 

一 79 一 



の音節を次のように 分類することができる。 

* フィンランド 語に相当する 音節があ るもの 

ア イ ェ オ カ ク ケ コ タ テ ト ダ   デ ド 々 ネ / 

ハ ヘ ホ パ ペ ポ マ メ モ ヤ ユ ョ 

* フィンランド 語に代用できる 音節があ るもの 

ウ キ ク キュ ガ ギ ゲ ゴ   サ シ ス セ ソ シ ャ シュ シ ョ 

ツ ニ ス ヒ フ ヒヤ ヒ ュ ヒョ バ ビ ブ ベ ボ ビ コ ピ 

フ 。 ピヨ 2 ム ミ ユ ミ コ ラ り か レ ロ リ ヤ リュ リ ヨ 

ワ 

* フィンランド 語になく代用もできない 音節 

キャ キ ヨ 
グ ギャ ギュ ギコ ザ ジ ズ ゼ ゾ 、 ジャ ジ 

ュ ジョ 

チ チ ヤ チュ チ ョ ニヤ ニ ュ ニョ ビヤ ビュ ピヤ ピユ ミ ャ 

本稿では以下のことが 明らかになった。 

1. フィンランド 語に相当する 音節があ るものは、 主に イ段とゥ 段以覚の無声 
=fa3'& 昔の直音、 鼻音、 ヤ行昔、 4 つの母音、 有声音では ダ行 音などであ る。 

2. フィンランド 語に代用できる 音節があ るものは、 直音では イ 股とウ段のも 

の、 日本語では音韻的対立はないが、 音声的に異なるサ 行 昔 とう 行 昔、 有 
。 "" 立 

声音では ガ ア子音 とバ 7 子音であ る。 

3. フィンランド 語に代用できる 音節がないものは、 ザ 荷吉とその 勘 昔、 グと 

ガ行の物音、 バ 行の物音の一部など、 有声音 と劫 昔に集中する。 

4. 長母音に関しては、 長母音のあ る音節でピッチアクセントが 落ちる場合に 

は認識されやすいが、 その前後の音節でピッチアクセントが 落ちる場合は 

認識されないことがあ る。 

5. 挽 昔に関しては、 フィンランド 語の 6 や y によって一部の 音節が代用でき 

る。 

しかし、 5 に関して、 どの子音の場合に 可能なのかということについては、 

詳しくは立ち 入らなかった。 
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本稿をまとめるにあ たって、 Dr.Juha Janhunen ( ヘルシンキ大学 ゴヒ アジ 

ア学 ・ウラル語学 ) に貴重な助言をいただいた。 謝意を示したい。 く 注 1) フィンランド 語に「 kotimainenkieli 」とい う こ と ばがあ る。 これは 

「内国語」と 訳され、 「フィンランド 国内で話されている 言語」を意味し、 具体 

的にはフィンランド 語や スウ ヱ一デン語などをさす 0 この概念を使うと 日本に 

おける内国語は 日本語や朝鮮語などをさすことになる。 内国語や母国語という 

言葉は二つの 言語で喚起される 意味が異なる 0 本稿では、 フィンランド 語を母 

語 あ るいは第一言語とする 者をフィンランド 語言舌者とよぶことにする   

( 注 2) 日本語話者に 音声的にどのように 受け止められているか 随筆から拾 う 。 

「母音が歩かせ い で、 時々でたらめな 日本語に聞こえることもあ る。 ( 中略 ) 

デタラメどころか、 ほとんど日本語と 同じ発音の言葉も 少なくない。 例えば、 

冨一 me ( 私たち ) 、 手弓 e ( あ なたがた ) 、 さ 来年一 salainen ( 秘密の ) 、 禁句 一 

kinkku  ( ハム ) 、 農一 tori  ( 市場 ) 、 ( 中略 )  老婆 一 ， ouva( 既婚女性の敬称 )  と 

書いたらきりがない。 それから、 フィンランド 人の偉い人に 対して決して『 閣 

下 』と言ってはいけない 0 なぜならフィンランド 語で kakka は排泄物の こ と だ 

から。 」 く 稲垣美晴「フィンランド 語は猫のこ，とば」文化出版局 刊 1981 年 45. 

46 頁より ) 

( 注 3)  第一章の記述においては Branch  (I990),  Co Ⅲ nder  (1965),  Hajdu 

(1975) ， Karlsson@ (1983.@ 1991) ， Lieko@ (1992) ， Minn@ (1977) ， Ws@ (1982) ， 

小泉 (1983.1991), 松村 (1981. 1992) を参考にした。 

( 注 4) フィンランド 語には、 母音で終わるあ る語形の直後において、 後続の 

語の語頭の子音が 長子音として 発音される現象があ る。 後続の語の語頭が 母音 

の場合は、 母音間に喉頭閉鎖音が 聞かれることがあ る。 

MUUta POl5S [mUUtaPpoiS] ( 出て逆 
    

Tule tanne も akaisin [tuIettannettakaisln] ( 戻ってきて ) 
        

これには Branch  (1990)  のように「 muuta 」や「 tule 」のあ とに形態音素 

[?J をたて子音音素に 含める考え方もあ る。 
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これ以外にも、 語中において 子音が長子音として 発音される場合があ る。 

syd ゑ me Ⅲ nen  [sydamme Ⅲ nen] ( 心から )     
Tu Ⅰ (epa tanne [tu Ⅰ (eppa tanne コ ( ここⅠ こ 来てⅠ 
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